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業務サポート本部長 グループ業務本部長

内部監査責任者

環境管理責任者

業務サポート本部 IT物流本部 開発本部 グループ戦略本部
●総務部　　●法務部　●業務指導部
●店舗会計部　●人事教育部

コピー用紙使用量削減（総務部）。従業員に対する環境
保全・社会貢献に関する意識・知識の向上（人事教育部） 電子帳票化によるペーパーレス（情報システム

部）。センター集約による物流の合理化（物流部）。
ネットスーパーの展開を推進（ECビジネス部）

●情報システム部　●物流部　
●ECビジネス部

エコストアの建設と環境配慮設備の評価

●企画部　　●管財部　●建設部　
●店舗開発部 グループ会社のシンクタンクとして環境問題解

決の提案

●経営企画部　●関係会社管理部

テナント本部 営業サポート本部 衣料本部 グループ営業企画本部
●企画管理部　●開発導入部　
●運営部　　　●催事部

店舗の省エネ設備への投資推進（営業管理部）。
チラシ媒体を活用した環境保全・社会貢献に関
する消費者への訴求（営業企画部）

●商品・品質管理部　
●お客様サービス部　●営業政策部　
●営業企画部　　　　●営業管理部

環境配慮商品の販売

●レディス部 ●子供ベビー部　
●メンズ部 ●インナー部　
●靴・服飾部 ●商品企画開発部

グループ会社の環境配慮商品の開発

●グループ商品企画部　
●グループ商品品質管理部　
●グループ物流部　●グループ販促部

住関本部 食品本部 関連事業本部
●ヘルス＆ビューティ部
●ホームファッション部
●ホビー＆スポーツ部

店舗での食品廃棄物の発生抑制。環境配慮商
品の販売

●ドライ食品部 ●鮮魚部　●精肉部　
●青果部 ●コンセ部　
●プロセスセンター管理部

太陽光発電商品やLEDなど環境配慮商品の普
及・販売

●ユーホーム事業部　
●夢屋書店事業部　
●業務部

関東事務所 山静事務所 北陸事務所 グループ経理財務部
●業務管理部　●関東営業部　
●衣料部　●住関部　●食品部

食品リサイクルの推進。レジ袋辞退率向上。事
務所の環境活動

食品リサイクルの推進。レジ袋辞退率向上。事
務所の環境活動

●業務管理部　●山静営業部　
●衣料部　●住関部　●食品部

食品リサイクルの推進。レジ袋辞退率向上。事
務所の環境活動

●業務管理部　●北陸営業部　
●衣料部　●住関部　●食品部

グループ会社の資金の調達、運用業務をユニー
HDに一元化することによる作業性効率の向上

改善部・国際部

グループ業務本部
●グループ業務企画部　
●グループ環境社会貢献部

グループ会社の環境影響の負荷軽減に繋がる
施策の企画、立案、実施

監査室

秘書室・広報IR室

各部門の代表的な環境目的目標

環境会議

Plan
計画

Do
実施・運用

Check
点検

是正処置

Action
見直し

●コピー用紙削減
●廃棄物削減
●省資源・省エネルギー

●グループ環境社会貢献部

ISO事務局

環境配慮商品の販売

テナントの廃棄物削減、再生紙の分別徹底

　ユニーでは「企業価値向上」の観点から「エコ・ファース
トの約束」が制定され、ISO14001推進の重要性と活動
範囲はさらに拡大しています。「環境マネジメントシステム」
のISO14001要求事項への適合を確認するために、登録
企業内に内部監査が規定されています。
　内部監査にあたってはこの新たな要件を鑑み、厳正な業
務遂行と整備・運用への積極的な提言を心がけ、取り組みへの貢献を果たした
いと考えます。

ISO内部監査

監査室長
水谷 功

●省エネ活動……空調温度規制・照明
の個別管理・クールビズ、ウォームビズ
●省資源……コピー用紙使用量削減
●廃棄物の削減とリサイクル推進
●本社周辺の清掃活動

継続的な環境目的目標

ゴミ0運動いなざわ

サーベイランス審査 サーベイランス部門審査 サーベイランス現場内審査

内部監査監査員合宿 従業員集合教育

初期消火訓練 防災訓練（グループ会社合同）

ユニーは、持続可能な社会の構築を営業活動を通して実現することが企業責任であると「環境方針」に掲げています。
現在のことだけではなく、未来に向かって地球環境を守り、人間が自然と共存していける社会、
持続可能な社会を「地球にやさしいお買い物」によって実現したいと願い、
お客様や生産者、取引先そしてその他の関係する人達と一緒に目指していくために、環境マネジメントを実践しています。

環境マネジメント

環境マネジメント（ISO14001）の取り組み
　2004年1月に本社事務所がISO14001を認証取得し、その後関東事務所・山静事務所・北陸事務所が
それぞれ本部として認証取得しました。2008年2月、本社が各本部を統合、同年8月にはユーストアを合併
し組織変更・拡大を図りました。
　また審査機関は、2004年から2009年までオリオン・レジストラー・ジャパンでしたが、2010年からは株
式会社日本環境認証機構（JACO）に依頼しています。

　環境マネジメントの目的目標については、各部門ごとに業務の環境
影響調査を行い、環境側面を抽出し、影響の重大なものを改善する
よう環境実施計画を策定しています。
　さらに、エコ･ファースト企業としての高い環境目標を掲げている
「エコ・ファーストの約束」を果たすために、環境実施計画に以下の
ことを組み込みました。

　環境影響で重大なものに災害があります。愛知県稲沢市の本社で
は2011年の東日本大震災レベルの災害が東海地方に起きることを想
定し、防災訓練を計画し、実施しました。

環境マネジメントシステム（EMS）の組織と活動
　ユニーは営業活動の中で地球環境に対してさまざまな影響を及ぼしています。商品を生産者から仕入れ、運
び、販売し、お客様に消費していただくバリューチェーンのそれぞれの過程で発生する環境に悪い影響（環境負
荷）をできるだけ低減することを環境目的目標にしています。また、環境配慮商品の販売やエコストアの建設、
容器包装の削減や廃棄物のリサイクルなど、環境保全活動をさらに進めることも、環境マネジメントシステムで実
践しています。
　このシステムは、Plan（計画）・Do（実行）・Check(検証）・Action(見直し、改善）のスパイラルで環境方
針を実現し、持続可能な社会構築のために継続的に改善していくものです。
　2013年2月ユニーグループ･ホールディングスの発足に伴い、ユニーグループ･ホールディングス
の本社事務所もユニーのEMSの中で活動しています。

環境目的目標にエコ・ファーストの約束を設定

緊急事態への対応

　環境方針・環境目的目標や環境マネジメントシステムの理解を深め
環境活動を実践していくために、適用範囲の全従業員と関係する
人々に教育を行いました。環境目的目標は、部門ごとに業務の環境
影響調査を行い、環境側面を抽出して設定しました。「環境実施計画」
策定についての教育を実施しました。
　また、環境マネジメントシステムの内部監査の監査員教育を行い、
認定取得者は258名になりました。

ISO14001推進のための社員教育

●食品リサイクルの推進　●容器包装の削減とリサイクル推進
●環境教育の実施　　　 ●環境配慮商品の開発および販売拡大
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